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鹿児島県が抱える課題

１ 離島・へき地校 が多い

２ 小規模校 が多い

３ 非常勤講師 の不足
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①免外許可の現状について



鹿児島県における
免許外教科担任許可の総件数
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鹿児島県における免許外教科担任
許可件数（学校種別）
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免許外教科担任許可の傾向

許可の大多数が，公立中学校（特別支援
学校の中等部を除く。）の教諭である。

許可申請される教科は，以下の教科が大
多数を占めている。
中学校・・・技術，家庭，美術，保健体育
高等学校・・水産，情報

申請理由は，概ね，当該教科の免許状所持
者がいないことによるものである。
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②免外許可の基準等に関する取組



許可審査基準
鹿児島県の免許教科外教科担任の

許可審査基準
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許可の要件

許可を受けようとする者が，その
所有する免許教科を担任しているこ
と。

免許教科外の教科数が，一人当た
り２以内であること。

授業時数の調整等を目的としてい
ないこと。
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留意事項

初任者研修が必要な新規採用教諭及
び経験年数１年未満の臨時的任用の教
諭については，免許教科外教科を担任
することがないよう配慮すること。

選択科目を開設する場合は，学校運
営全体の中で免許教科外教科担任が生
じることがないよう十分努めること。
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③採用や人事異動等に関する取組



解消のための取組
鹿児島県における免許外教科担任

解消のための取組

１ 非常勤講師 の配置

２ 兼務 の発令

以上１，２で対応できないときに，臨時免許状の

授与申請及び免許外教科担任の許可申請を行っ

ている。

３ 教員採用における複数免許保有者の

優遇措置
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る免許外教科担任許可件数の推移
公立中学校・義務教育学校におけ
る免許外教科担任許可件数の推移

85％減(-184件)

33件

217件
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中学校免許外教科担任解消非常勤講師
配置事業における非常勤講師配置件数

145件
152件

平均151件
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【教科別】非常勤講師配置件数

音 美 技 家

21件
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17件

45件
４教科が占める

割合 94％
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学校間兼務の発令件数の推移

７

８件すべてが

離島における発令

(音楽７件，美術１件)

※ Ｈ29年度８件における学校間の距離の平均 ： ８㎞

１

８件
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教員採用時の取組

複数免許保有者の優遇措置

１ 実施年度 ２５年度採用から

２ 優遇措置 （加点措置）

・ 複数校種の免許保有の者

・ 複数教科の免許保有の者 等

17



おわりに

鹿児島県においては，地理的な特性で
ある離島・小規模校が多いことから，現
在の定数では，全ての教科担任を配置で
きない。

非常勤講師配置による免許外教科担任
解消ができているが，県下，非常勤講師
不足である。

現況では，臨時免許状，免許外教科担
任による対応の必要性が高い。
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